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1.田村市瀬川地区の概要

• 現在の田村市の北西部、旧船引町の北部に位置

• 行政区分は、田村市船引町の石沢、新舘、大倉、門鹿４つの地区

• 面積は約17.73K㎡､標高400m前後の丘陵地。東側には移ケ岳(標高994.5m)

• 丘陵地の大部分が森林。低地の部分については､田畑の耕作地。瀬川地区の中央
を移川(1級河川長さ49.5km)が東西方向に流れ､これに紫川が大倉で合流し､阿武
隈川へと注がれている。

• 主要道路として国道349号線､県道50号線
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2.瀬川地区の現状―人口の推移
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2.瀬川地区の現状―世帯数の推移
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2.瀬川地区の現状―少子高齢化率及び出生率
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3. 現地調査ー視察先

視察先一覧

葉タバコ農家 葉タバコ農家 かつとしさん

エゴマ搾油所 エゴマ農家 橋本さん

ミツバチ養蜂場 日本養蜂家

酪農家 大森牧場 面川さん

レタス有機栽培農家 いせや農園 伊藤さん

JA福島さくら ふぁせる たむら 渡辺さん



•地域コミュニティが崩壊しつつあり、地域住民の交流の場が
ない。

•子供が少ない。子どもを育てる環境が整備されていない。

•日常生活の主に健康面をサポートする施設がない。

•高齢者に対する日常生活においてのサポートが少ない。

•収入源、働き口が少ない。

•空き家が増加している。

•耕作放棄地が増加している。

•車は通るが立ち寄ってお金を落とす場所がない。

•宿泊施設が不足している。
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3. 現地調査ーヒアリングから得られた問題点



4. 瀬川地区の課題

子育てしにくく、日常生活が不便。

収入源がない。

外部の人が瀬川地区を訪れる理由がない。

耕作放棄地、空き家が増えている。

少子高齢化を交流人口増で補い、経済循環を生み出していく。

「訪れてよし、住んでよし」の地区にしていくことで、「住み続け
たい」、「退職後は戻りたい」、「移り住みたい」と思ってもらえ
るようにする。

「瀬川プライド」の醸成
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提案① 地域住民の交流の場を作る

提案② SEGAWAマルシェの開催

提案③ エコツアーの企画・開催

提案④ フラワーロードの整備と「愛を込めて花を植えようプロ
ジェクト」

提案⑤ 観光マップ・観光案内板の作成

提案⑥ 空き家や耕作放棄地の活用

提案⑦ 日常生活をサポートするボランティア活動

提案⑧ 本学学園祭で瀬川産の農産物・エゴマ等の販促活動
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5. 課題解決のための提案



提案① 地域住民の交流の場を作る

企画の概要

瀬川住民センター、旧瀬川中学校、地区の空き家などを活用して、地域の
住民がゆっくりと会話を楽しめる場「瀬川のお休み処」(仮称)を作る。

期待される効果

•日常生活を地区内で過ごす子育て世代、高齢者の相互交流を増やし、
地域住民の憩いの場を作る。

具体的な企画案

次のような機能を備える：

•コーヒー・紅茶・ケーキなど喫茶店のような場

•お茶、漬物、果物、惣菜なども提供する高齢者のお茶のみ場

•子供を遊ばせておける場
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提案② SEGAWAマルシェの開催

企画の概要

瀬川住民センター(案)で、人々の暮らしを豊かにするためにマルシェを開催する。

• 地区で収穫された農作物や、それを使った料理を販売

• エゴマやそば等の地域内でとれた農産物の通信販売

• 西洋野菜の生産・販売（通信販売）

期待される効果
地区の住民と外部の人も含めて多くの人が訪れ、そこで交流が生まれ、地元産の
ものを購入することにより、お金が地区に落ちて、地区の経済循環を促す。

具体的な企画案

場所：瀬川住民センター

• 客を呼び込む仕組みづくり：交通、PR、イベントなど
• 交通：らくらくタクシー、バス会社と共同でマルシェ便
• PR：フラワーロードやイルミネーションなどを徐々に整備していく。

• イベント：学生による発表会（吹奏楽や書道パフォーマンスなど）お茶会（お茶菓子
を食べながら世間話、瀬川の将来について話し合うワークショップ、来訪者に愛を込
めて花を植えようプロジェクトなど）
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企画の概要

• 地元の方々に協力していただいて、起伏に富む瀬川地区の魅力を堪能で
きるエコツアーを住民が主体的に企画し、実施する。

期待される効果

• 瀬川の魅力を知ってもらい、ツアーに参加してみようと思ってもらう。

• 耕作放棄地も活用することもできる。

具体的な企画案

• 地形を生かしたハイキングコースを設定

• 牧場での乳しぼり体験や蜂蜜採集体験など、農業体験を実施（①民宿と
提携した農業体験、②収穫から食すまですべて体験できる長期間にわ
たるツアーの実施、③農業体験インターンシップなど)

• 課外活動の一環として、ゼミ・学生を誘致する。

• レンタサイクルも導入・整備
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提案③ エコツアーの企画・開催



企画の概要

•現在、一部の瀬川住民の間で少しずつ取り組んでいるフラワーロード
の整備をする。

例）にゅうぜんフラワーロード

（公益社団法人日本観光振興協会より）

期待される効果

•フラワーロードを整備することで華やかな空間を演出することがで
き、最近話題になっているインスタグラムなどのSNSに投稿したい若
者が訪れることも期待される。

•できるだけ多くの地元の人を募集し、瀬川地区の住民が主体的に取り
組むことで地元の士気を上げることができる。

具体的な企画案

• 瀬川地区に愛着を持ってもらい、フラワーロードの整備を進める。

• また「愛を込めて花を植えようプロジェクト」をやってみてはどうだろ
うか。このように宣伝していく上で瀬川地区全体の魅力を高めていくよ
うな取組も大切になってくる。
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提案④ フラワーロードの整備と
「愛を込めて花を植えようプロジェクト」



企画の概要

• イラストや写真を記載し視覚的にわかりやすい観光マップを作成したり、観
光案内図を設置する。

• 船引駅や主要地点に設置し、国道を通る人の目につくようにしたり、来訪者
の手に取りやすいようにする。

• 地元の方々に協力していただいて、瀬川地区が一帯となって盛り上がるため
に、エコツアーを開催する。

期待される効果

• これまで国道を素通りしていた人や、瀬川地区の地域資源をよく知らなかっ
た人に対して、瀬川の魅力を知ってもらい、立ち寄ってみよう、ツアーに参
加してみようと思ってもらう。

具体的な企画案

• 地形を生かしてハイキングコースを設定

• 牧場での乳しぼり体験や、蜂蜜採集体験など

• 農業体験を実施。耕作放棄地を活用することもできる。

• 課外活動の一環として、ゼミ・学生を誘致する。 15

提案⑤ 観光マップ・観光案内板の作成
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提案⑤ 観光マップ・観光案内板の作成



提案⑥空き家や耕作放棄地の活用

企画の概要
•瀬川地区における空き家を利用した「農家民宿」として活用
する。

•耕作放棄地を有効活用して、花畑にしたり野菜の生産を導入
する。

期待される効果
•瀬川地区には宿泊施設がないため、外部から人を呼び込み、
交流人口を増やすためには、宿泊施設を設けることが有効で
ある。

•「農家民宿」によって、農作物のアピールや副収入につなが
る。

具体的な企画案
•瀬川で付加価値の高い西洋野菜を栽培し、西洋野菜の産地に
する。
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企画の概要

•「こども食堂」の設置：ボランティアの方々によって、瀬川住民セ
ンターにて子供や地域の方々が少額で食事で提供する場を設ける。

•高齢者の方に向けて軽トラ販売の実現：高齢者に軽トラで瀬川でと
れた農作物などの販売を行う。

期待される効果

•子育ての不便さや、高齢者の買い物の不便さを少しでも緩和するこ
とができる。

具体的な企画案

•「こども食堂」の設置場所としては「瀬川住民センター」が考えら
れる。

•軽トラ販売は「やってみっ会」の方々に協力いたただく。
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提案⑦ 日常生活をサポートするボランティア活動



企画の概要
•獨協大学学園祭などにおいて、瀬川産の農産物を販売する。

期待される効果
•瀬川地区という場所がどこにあり、そこでどんな想いで野菜を
作っているのか、エゴマとはどのような効能があるか等、県外に
も市場を広げるために少しでも多くの人に認知してもらうことが
できる。

具体的な企画案

•獨協大学学園祭「雄飛祭」、国際環境経済学科・環境共生研究所

共催で毎年、開催される「フクシマの未来を考える」において瀬

川産農産物の販促活動を行うことで学生にもっと関心を持っても

らう。
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提案⑧ 本学学園祭で瀬川産の農産物の販促活動



ご清聴ありがとうございました
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